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白川 （しらかわ ）地区 

まちづくり協議会だより 

皆 さ ん お 元 気 で す か ！ 
・上白木  24 世帯 

・下白木  82 世帯 
・小川   116 世帯 

白川地区の世帯数（令和 6 年 2 月末現在） 

 

 

 

毎月各ご家庭にお届けしております‼ 

① 今回の 3月号は 1 月中旬から 2月中旬までの活動の様子を掲載いたしました。 

② 内容は主に明星祭、駅伝、福島さんの子育て支援コラムです。 

③ なお、年末に調査した地区の年齢構成別（年少者、生産者および高齢者）人口の結果

（ホームページには掲載済み）および来年度計画は 4月号でお届けします。 

どうぞお楽しみください！ 

 
2/4（日）明星祭 

「立春」の日、白川地区「明星祭」が白川小学校体育館において、盛大に開催されました。

コロナ禍で 3 年間開催することができず、令和 2 年以来、4 年振りの開祭となりました。

開催に当たり、佐野会長から開祭宣言があり、スタート時は来場者もまばらでしたが、10

時ごろには約 200 名余りの方々が集い、三世代交流の良き場となりました。白川地区以外

の地域の方々も多くご来場いただきました。ありがとうございました。 

模擬店では野菜、手作りパン、味ご飯、コーヒー、ポップコーン、綿菓子、ろうそく、線香、

つきたてのお餅の販売等、餅つきやお茶の入れ方、手打ちうどんづくり実演体験等…。白川

小学校ではおなじみの肉まん、あんまん等、更には校内の炭焼き窯で焼かれた炭の販売もあ

りました。この「白川の炭」は亀山市のふるさと納税の返礼品にもなりました。 

更に「白川そば」、過去、そばの栽培から収穫、そして、脱穀、製粉、製麺をご協力いただ

いていた方がご高齢でご遠慮され、今年はまち協あげて取り組みました。ちなみに製粉、製

麺は員弁にある麺工房「はな」にお願いしました。お陰様で自家製のそばも大好評でした。 

また、今年初めて工業団地で今年 4 月より操業開始されるキンレイ様にも商品の試食コー

ナーを設けていただきました。 

児童から高齢者まで、老若男女が集い、三世代交流の場ともなりました。 

また、能登半島地震支援の募金箱も設定させていただき、多くの方々からの募金がありま

した。ありがとうございました。後日市を通じて、被災地にお渡しします。 

そして、個人の趣向を凝らした作品の展示。恒例となった懐かしさ満載の白川小学校年次

卒業写真やスライド。懐かしさがにじみ出ていました。 

ステージでは葛葉太鼓や TMBバンド演奏もありました。 

どんぐりさんによる写真撮影もありました。 

地元新聞社の取材もあり、大成功！でした。 

お越しいただいた地区住民の皆さん並びに実行運営にご尽力いただいたスタッフの皆さ

ん、誠に有難うございました。来年もよろしくお願いします。 

明星祭の模様を次ページ、写真にてご覧ください。 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/
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 なぜか「明星祭」が『明祭星』これも粋な演出? 

佐野会長による 
開催宣言で 

「明星祭」スタート！ 

白川小学校 模擬店 
炭と肉まん、あんまん等販売 

子供会・PTA 模擬店 
綿菓子とポップコーン販売 

婦人会 模擬店 
味ご飯販売 

鳥居正子様 模擬店 
手作りケーキ販売 

浅野正様 模擬店 
野菜・手作りこんにゃく販売 

廣森ちな子様 模擬店 
グラスアート実演 

一見貞子様 模擬店 
お茶の入れ方実演 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/
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三谷久夫様 模擬店 
手打ちうどん作り実演 

餅つき実演と販売 

ろうそく販売 
キンレイ様 模擬店 
ラーメン試食会 

名物「白川そば」 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/
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令和 6 年 1 月 1 日に発生した「能登半島地震」義援金の募金コーナーを設けました！ 

今年のお正月に能登半島地震が発生しました。 

ここ亀山市でも揺れを感じました。 

他人事ではない！ 
被災された方々は今もなお不自由を余儀なくされ

ている方々が大勢見えます。 

謹んでお見舞い申し上げます。 

そこで、少しでも被災地の方々にお役立てできな

いかと 1月の運営委員会にて「能登半島地震支援募

金」をすることが決まりました。 

単なる募金だけではなく、各ご家庭から不要品を

持ち寄り、募金される方がご自由に品物をお取りい

ただいて募金していただくという形にいたしまし

た。 

多くの来場者の方々より募金をいただきました。 

キンレイ様にもご協力いただきました。 

ご協力、誠にありがとうございました。 

 集まった義援金は翌日 5 日（月）に佐野会長より

市にお届けいたしました。 

☆☆☆ 金額；￥29,466 ☆☆☆ 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/
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今年の明星祭では多くの演芸や展示物がありました。どうぞご覧ください❣ 

葛葉太鼓保存会の皆さん 

T・M・B THE 45 ORCHIESTRA の皆さん 

白川小学校児童達の作品 

白川小学校歴代卒業写真 

婦人会 他の作品 

個人様からの展示作品 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/
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2/11（日）第 70 回亀山市駅伝競走大会 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/
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3 学期も終盤、子どもの成長をひしひしと感じているご家庭が多いのではないでしょうか。 
また、次年度のことが気になり、新しい環境に、わくわくする子、慣れるまでに時間がかかって
しまう子いろいろな子どもさんがいます。そのような時お母さんお父さんが思う「こうしたらい
いのに・・・」を伝えてもなかなかうまくいきません。 
今日は子どもの自主性を育てる関わり方をお伝えします。 
子どもは、自分で選んだ行動や選択を尊重されることで、子どもの自信と自尊心が向上します。 
失敗や間違いを受け入れ、それを乗り越えることで自信を持って新たな挑戦に取り組むことが
できます。 
ひと言でいうと 
子どもが自分で選んだ行動や選択を尊重し、その結果に責任を持つことを促しましょう。 
自分で選択したことで失敗や間違いから学ぶ機会を得ることで自主性と自己責任の意識が生ま

れていきます。 
子どもが自分のやりたいことがわからない。子どもが遊びの時間にぼんやりしている。 
「この子は、なぜ遊ばないのだろう」と思った経験はありませんか？ 
もしかしたら指示待ちになってしまったのか？と心配になってしまいます。 
子どもに考えてもらおうと、親から急に何も言わなくなったら子どもは戸惑ってしまいます
ね。 
子どもが何をしたらよいのかわからなくなった時は、いくつかの選択肢を出しましょう。 
子どもが自分で決められるようにサポートをしていきましょう。 
自分で決めた事が失敗したリ、間違いであってもそこから学ぶ機会を得ることで自主性が養わ
れていきます。 
それでは、子どもの自主性を育てる関わり方３選をお伝えします。 
１つ目 子どもが自分で選べるように環境を整える。 

２つ目 選べない時は、いくつか選択肢を出す。 
３つ目 自分で選んで失敗しても、間違っても良いことを知らせる。 
 
まず１つ目は、子どもが自分で選べるように環境を整える。 
何をして遊んだら良いのかわからない時は予め、子どもの手が届くように玩具を置いておく環
境を作っておきましょう。そうすると自分の好きなものを手に取りやすくなります。 
２つ目は、選べない時は、いくつか選択肢を出す。 
選べない時はいくつかの選択肢を出してみましょう。３つまたは４つくらい出して、一緒に考え
て選んでみましょう。この時、子どもの気持ちに寄り添って話を聴いていきましょう。 
３つ目は、自分で選んで失敗しても、間違っても良いことを知らせる。 
自分で決めたことが上手くいかなかったり、間違っていたりしても自分で決めたことをほめて
ください。上手くいかなかったが次どうしたら良いのか一緒に考える時間を大切にしてくださ

い。 
 
 
子どもが自分で選んだ行動や選択を尊重し、その結果に責任を持つことがとても大切です。自
分で選択したことで失敗や間違いから学ぶ機会を得ることで自主性と自己責任の意識が生まれ
ていきます。つまり、 
自分で選んだ行動や選択を尊重されることで、子どもの自信と自尊心が向上します。失敗や間違
いを受け入れ、それを乗り越えることで自信を持って新たな挑戦に取り組むことができます。 
簡単にできるのは、子どもが何をしているときが楽しいのかを観察し、そして、一緒に楽しい
体験を積み上げてくださいね。 

 
福島さんの白川地区における子育て支援コラム 

https://xsshirakawa.xsrv.jp/kameyama-mie/

